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１．概要（Summary） 
 スパッタリング装置を用い、ガラス表面にクロム－金をス

パッタすることで、電極を作製した。さらにこの電極基板上

にオリゴペプチドの単分子層を形成させ、その分子層を

介して細胞を接着させた。つぎに、細胞が接着した基板

に電位を印加することで、オリゴペプチドの分子層と金表

面との結合が切断され、細胞が基板表面から脱離する現

象を見出した。 
 
２．実験（Experimental） 
利用した装置：RF スパッタ装置(芝浦メカトロニクス , 
CFS-4EP-LL) 
実験方法：基板洗浄済みのガラスウエハに Cr, Au をそれ

ぞれ 5 nm, 30 nm の厚みでスパッタした。ここで Cr は

Au の密着層として利用した。作製した金基板に金-チオ

ール結合によりオリゴペプチドの自己組織化単分子層を

形成させた。次にこの基板上に細胞を播種し、接着させ

た後、電位印加により細胞を基板表面から脱離させた。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 作製した金表面に金-チオール結合により密なオリゴペ

プチド単分子層の形成が可能であった。さらに細胞はオリ

ゴペプチドの末端に配置した細胞接着配列（RGD）を認

識し、接着した。さらに、基板に-1.0 V の電位を印加する

ことで、約 5 分で接着した全ての細胞をオリゴペプチドの

分子層とともに基板表面から脱離させることができた。 
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